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会社の体制及び方針

会社の体制及び方針
1. 業務の適正を確保するための体制
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保するための
体制についての決定内容の概要は、以下のとおりであります。

(1) 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
①会社の基本方針である「企業理念」、「経営方針」、コンプライアンス方針である「弘電社行動基準」、社内規程
である「コンプライアンス規則」のもと、法令遵守と社会倫理の遵守を周知徹底します。

②コンプライアンス委員会において、法令遵守等に係る会社の基本方針や啓蒙・教育活動に関する決定を行います。
また、各部署の法務マネージャーはコンプライアンス委員会において定められた基本方針に基づき、コンプライア
ンス活動が社内において、適正且つ迅速に行われるよう、管理する義務を負います。

③コンプライアンス体制における内部通報窓口であるヘルプラインを総務部及び顧問弁護士事務所に設置し、法令違
反行為を早期に発見、是正することができるコンプライアンス体制とします。

④市民生活の秩序や安全、企業の健全な活動に脅威を与える反社会的勢力及び団体とは一切の関係を持たず、また反
社会的勢力からの不当な要求に対しては、組織全体で毅然とした態度で対応し、一切の関係を遮断します。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　取締役の職務の執行に係る情報の文書及びデータについては、文書管理規程に基づき、定められた期間、保存及び管
理を行います。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　リスク管理規程を定め、社内におけるコンプライアンス、財務、災害、環境、品質、情報セキュリティー、輸出管理
のリスク管理担当部門を定めます。各担当部門はそれぞれの部門に属するリスクの管理及び対応策を構築し、また社内
へ周知徹底します。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①定例取締役会を年間計画に基づき開催するとともに、必要に応じて適時取締役会を開催し、重要事項について迅速
に意思決定を行います。

②取締役会の決定に基づく業務執行については、経営戦略会議規則において、それぞれの責任者及びその責任、執行
手続の詳細について定めます。

－ 1 －



2023/05/29 13:43:37 / 22946164_株式会社弘電社_招集通知

会社の体制及び方針

(5) 当社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
①親会社である三菱電機のグループ会社として業務の適正を確保するための体制
ⅰ. 当社は親会社の内部監査部門による定期監査を受け入れるとともに、親会社の内部通報制度を社内周知徹底す
ることとします。

ⅱ. 親会社の実施する親会社グループのコンプライアンス会議及び研修会に出席することとします。
②子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
　当社は関係会社管理規則を定め、同規則に基づき子会社から当社担当部門が報告を受けます。また当社取締役会
ほか重要会議にて当社担当部門から子会社に関する事項につき報告を行います。

③子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社は内部監査規則を定め、監査部による定期的な内部監査を実施し、報告を受けます。また子会社のリスク発
生防止のため当社担当部門による、業務支援、教育等を実施します。

④子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
ⅰ. 当社は関係会社管理規則を定め、同規則に基づき子会社の管理責任部門を定め、子会社の取締役等の職務が効
率的に行われることを管理します。

ⅱ. 当社より子会社へ役員を派遣し、子会社の取締役等の職務の執行状況について把握します。
⑤子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
ⅰ. 子会社には当社による監査を定期的に実施します。
ⅱ. 子会社に当社より役員を派遣し、子会社の業務の適正性を確認します。
ⅲ. 子会社に当社の内部通報制度を周知します。

(6) 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項
　監査等委員会から要求があった場合、監査等委員会と協議し、職務を補助する使用人を置くこととします。

(7) 監査等委員会の職務を補助すべき使用人の取締役(監査等委員である者を除く。)からの独立性に関する事項及び使
用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

　監査等委員会の職務を補助する使用人を置く場合、その使用人の任命にあたっては監査等委員会の同意を得て行うも
のとし、また、その使用人の人事異動、人事評価等に関しても、監査等委員会の同意を得るものとします。
　また、監査等委員会の職務を補助する使用人は監査等委員会から受けた指示に関して取締役等(監査等委員である者を
除く)の指揮命令を受けません。
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会社の体制及び方針

(8) 当社並びに子会社の取締役(監査等委員である者を除く)及び使用人が監査等委員会に報告をするための体制及びそ
の他の監査が実効的に行われることを確保するための体制

①監査等委員は取締役会等重要会議に出席し、取締役及び使用人から経営、財務、コンプライアンス、リスク管理、
内部監査の状況等について報告を受けるものとします。

②監査等委員会は代表取締役と定期的な情報交換会を実施します。
③当社の内部監査部門は定期的に監査等委員会に報告を行います。
④業務執行に関し、重大な法令もしくは社内規程の違反または会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実について
子会社の取締役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者は速やかに当社の監査等委員会に報告します。

⑤監査等委員会が当社並びに子会社の取締役及び従業員等に報告を求めた場合は、速やかに報告するものとし、報告
をしたことを理由に不利益な取扱いはしません。

(9) 当社の監査等委員の職務の執行について生じる費用又は債務の処理に係る方針
①監査等委員が職務執行に必要と判断し、弁護士、公認会計士、その他外部機関を活用し費用が生じた場合、監査費
用としてこれを認めます。

②監査等委員がその職務の執行について生じる費用の前払い又は償還等の請求をしたときは、当該監査等委員の職務
の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに関係部門より当該費用又は債務を処理します。

(10) 財務報告の信頼性を確保するための体制
　当社グループは財務報告の適正性と信頼性を確保するための体制を整備し、定期的に有効性を評価します。

2. 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社は取締役会にて決議されました「内部統制システムの整備に関する基本方針」に基づき、内部統制システムを整
備・運用しており、その運用状況の概要は次のとおりです。

(1) 法令遵守（コンプライアンス）体制の運用状況
・当社は社長を委員長とするコンプライアンス委員会のもと、委員会を年2回開催し年度方針を策定し、コンプライ
アンス活動を実施しております。また各部門の部門長を法務マネージャーに任命し委員会で定められた年度方針の
推進活動を実施しております。

・当社は内部通報窓口として、社内と社外（弁護士事務所）に窓口を設置しています。
・当社は反社会的勢力との関係遮断の取り組みとして、（公社）警視庁管内特殊暴力防止対策連合会及び（公財）暴
力団追放運動推進都民センターに加入するとともに、取引先の属性調査の実施、契約書への暴排条項の挿入等を徹
底しております。
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(2) 取締役会の効率的な運用状況
　当社は定例取締役会を年間計画に基づき開催し、取締役相互の監視・監督を行うとともに経営方針の意思決定や法令
定款及び会社規則で定められた重要事項を決議しております。
また、取締役会は経営の効率化・迅速化を図るため、一部の業務執行について経営戦略会議に委任し、その監視・監督
を行っております。
当社では上記定例取締役会の他、取締役の意見交換会や経営トップ(社長執行役員)と社外取締役との意見交換会、また
社外取締役同士の情報交換会及び役員に対する勉強会を実施し、取締役会の実効性の確保に努めております。

(3) 企業集団に関する体制の運用状況
　当社は子会社に対し役員を派遣するとともに、当社のコンプライアンス計画のもと、定期的な監査・教育等を実施し
ております。また、親会社のグループ会社としては親会社からの監査を定期的に受けるとともに親会社の企業集団の一
員としての法令遵守活動を実施しております。

(4) リスク管理体制の運用状況
　当社はリスク管理規程を定め、コンプライアンス・財務・災害・環境・品質・情報・輸出等のリスクに対する担当部
門を明確化しております。担当部門は委員会等を設置し、リスクに対する管理活動を実施し、問題発生時には取締役
会・コンプライアンス委員会等に報告する体制を確立しております。

(5) 財務報告の信頼性を確保する体制の運用状況
　当社は財務報告の適正性と信頼性を確保するため、内部統制委員会を設置し、年度計画に基づき活動し、内部統制の
有効性を評価しております。

(6) 監査等委員である取締役の監査が実効的に行われることの運用状況
　当社の監査等委員である取締役は、取締役会・経営戦略会議・コンプライアンス委員会等の重要会議に出席し有用な
意見を述べるとともに、取締役及び使用人等から報告を受け、必要に応じて説明を求めております。
また、代表取締役・会計監査人・内部監査部門と定期的な情報交換を実施する等、実効性の確保に努めております。
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連結株主資本等変動計算書

連結株主資本等変動計算書

（自　2022年 4 月 1 日
至　2023年 3 月31日）

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
当 期 首 残 高 1,520 1,070 15,660 △65 18,185
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △389 △389
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 556 556

自 己 株 式 の 取 得 △1 △1

自 己 株 式 の 処 分 －
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － 166 △1 164

当 期 末 残 高 1,520 1,070 15,826 △67 18,350

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配
株主持分 純資産合計その他有価証

券評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調 整 累 計 額

そ の 他 の 包 括
利益累計額合計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
当 期 首 残 高 81 219 △27 274 85 18,544
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △389
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 556

自 己 株 式 の 取 得 △1

自 己 株 式 の 処 分 －
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) △17 64 △43 3 11 15

当 期 変 動 額 合 計 △17 64 △43 3 11 180

当 期 末 残 高 63 284 △70 277 96 18,725
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連結注記表

未 成 工 事 支 出 金 個別法による原価法
商 品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿

価切下げの方法）

連結注記表

⒈ 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
(1) 連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。
連結子会社の数 ３社

連結子会社の名称
弘電工事株式会社
弘電社機電工程（北京）有限公司
弘電社物業管理（北京）有限公司

(2) 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社である弘電社機電工程（北京）有限公司及び弘電社物業管理（北京）有限公司の決算日は
2022年12月31日であります。連結計算書類の作成に当たっては同決算日現在の計算書類を使用して
おります。ただし、2023年１月１日から連結決算日2023年３月31日までの期間に発生した重要な取
引については、連結上必要な調整を行っております。
なお、弘電工事株式会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

(3) 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ 有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
連結決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、
売却原価は、移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

ロ 棚卸資産の評価基準及び評価方法

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ　有形固定資産（リース資産を除く）

当社は定率法を採用しております。ただし、当社が1998年４月１日以降取得した建物（附属設
備は除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法
によっております。
また、国内連結子会社及び在外連結子会社は定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物・構築物　　　　３年～50年
工具器具・備品　　　２年～20年

ロ　無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいており
ます。

ハ　リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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③　重要な引当金の計上基準
イ　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等
特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ　賞与引当金
従業員の賞与に充てるため、賞与支給見込額を計上しております。

ハ　完成工事補償引当金
完成工事に係る瑕疵担保の費用に備えるため、当連結会計年度の完成工事高に対する将来の見積
補償額を計上しております。

ニ　工事損失引当金
当連結会計年度末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積ること
のできる工事について、将来の損失に備えるため、その損失見込額を計上しております。

ホ　役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末要支給額を計上しており
ます。

④　その他連結計算書類の作成のための重要な事項
イ　退職給付に係る会計処理の方法

退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法
については、給付算定式基準によっております。
また、執行役員の退職金の支給に備えるため、当連結会計年度末要支給額を計上しております。
数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（10年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内
の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費
用処理しております。
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部に
おけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。
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連結注記表

ロ　収益及び費用の計上基準
当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収
益認識会計基準」という。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用
指針第30号　2021年３月26日。以下「収益認識適用指針」という。）を適用しており、顧客
との契約について、以下の５ステップアプローチに基づき、約束した財又はサービスの支配が顧
客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に権利を得ると見込む対価の額で収益を認識し
ております。

ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する
ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する

(a)　工事契約に係る収益
工事契約に係る収益には、主に屋内内線工事・送電線工事・発電工事等が含まれ、工事の進捗

部分については成果の確実性が認められる場合、履行義務を充足するにつれて一定の期間にわた
り収益を認識しております。また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積工事原
価総額に対する発生原価の割合（インプット法）で算出しており、履行義務の充足に係る進捗率
の合理的な見積りが出来ない工事については、原価回収基準を適用しております。なお、工期が
短い営繕工事については、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

(b)　商品の販売に係る収益
商品の販売に係る収益には、主に親会社三菱電機株式会社との代理店契約・特約店契約に基づ

き、同社の製造する汎用電気機器・産業用電気・電子機器・冷熱住設機器・昇降機等が含まれ、
引渡時点において顧客が当該商品に対する支配を獲得した段階で、履行義務が充足されると判断
し、当該時点で収益を認識しております。

◇代理人取引に係る収益認識
商品販売事業における代理人取引契約に係る収益について、顧客への商品の提供における当

社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から商品の仕入先に支払う
額を控除した純額で収益を認識しております。商品販売事業のうち口銭受領取引を代理人取引
とし、顧客に提供する前に支配しているか否かの判定は、財又はサービスの提供に対して主た
る責任を有していること、当該財又はサービスが顧客に提供される前等に在庫リスクを有して
いること及び当該財又はサービスの価格設定において裁量権を有していること等の指標を考慮
しております。
◇変動対価が含まれる取引に係る収益認識

商品販売事業における一部の取引高リベート並びに目標達成リベートについて、変動対価に
関する不確実性がその後に解消される際に、認識した収益の累計額の著しい減額が発生しない
可能性が高い範囲でのみ、取引価格に反映する方法で収益を認識しております。

ハ　外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として
処理しております。
なお、在外連結子会社の資産及び負債は、在外連結子会社の決算日の直物為替相場により円貨に
換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替
換算調整勘定に含めております。
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連結注記表

科目名 金額（百万円）

完成工事高 25,553

うち、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり認識された収益 19,927

科目名 金額（百万円）

工事損失引当金 293

２. 会計上の見積りに関する注記
(1) 履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法による完成工事高の計上

①当連結会計年度計上額

②その他見積りの内容に関する理解に資する情報
見積りの算出方法
履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法では、見積工事原価総額に対
する発生原価の割合をもって工事の進捗率を見積り、工事収益総額に進捗率を乗じて完成工事高を計
上しております。

見積りの算出に用いた仮定
工事原価総額の見積りにおいては、図面・施工状況等を勘案し、資機材及び電工人数の必要量を算定
しております。また、資機材や電工費の金額については業者の見積回答を基礎とし、見積回答が入手
できない場合については市場価格や過去の類似の案件を参考にしております。

翌年度の連結計算書類に与える影響額
工事原価総額の見積りの基礎となる実行予算には、過去の類似案件の作業内容や工期等の仮定に基づ
く見積りが含まれております。さらに、実行予算の作成後も、施主や元請業者からの追加工事の依頼
や仕様変更等が多く行われること、また、他社が施工する建築・配管工事等の影響も受けることか
ら、契約条件及び施工内容が変更された場合、実行予算が見直されることとなります。そのため、当
連結会計年度末時点における契約条件及び施工内容を基に作成される工事原価総額の見積りには高い
不確実性を伴う場合があり、翌連結会計年度の完成工事高に影響を与える可能性があります。なお、
当連結会計年度末において一定の期間にわたり収益を認識する方法を採用している工事案件に係る手
持工事（完成工事高未計上部分）は11,821百万円となっております。

(2) 工事損失引当金の計上
①当連結会計年度計上額

②その他見積りの内容に関する理解に資する情報
見積りの算出方法
工事損失引当金については当連結会計年度末における手持工事のうち、将来に損失の発生が見込ま
れ、かつ、工事収益総額及び工事原価総額を合理的に見積ることが出来る工事について、見積工事原
価総額が工事収益総額を超過する金額から既に計上された損失の額を差し引き、その残額を将来の損
失見込額として計上しております。

見積りの算出に用いた仮定
工事原価総額の見積りの算出に用いた仮定は、「（1）履行義務を充足するにつれて、一定の期間に
わたり収益を認識する方法による完成工事高の計上」と同一となります。

翌年度の連結計算書類に与える影響額
工事損失引当金の算出には、工事原価総額の見積りが使用されます。工事原価総額の見積りには、
「（１）履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法による完成工事高の
計上」に記載のとおり、高い不確実性を伴う場合があり、工事原価総額の見積りの変動により当連結
会計年度に見積もられた工事損失引当金と乖離が生じる可能性があります。
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(1) 有形固定資産の減価償却累計額 1,855百万円

従業員の住宅ローンに対する保証 1百万円

(1) 履行義務を充足するにつれて一定の期間にわた
り認識された収益

19,927百万円

(2) 売上原価のうち工事損失引当金繰入額 293百万円

普通株式 1,794,000株

普通株式 22,051株

決 議 株式の種類 配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効力発生日

2022年５月10日
取締役会 普通株式 389 220 2022年３月31日 2022年６月6日

決 議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効力発生日

2023年５月10日
取締役会 普通株式 利益剰余金 389 220 2023年

３月31日
2023年
６月９日

３. 連結貸借対照表に関する注記

※有形固定資産の減価償却累計額には減損損失累計額を含めております。

(2) 保証債務

４. 連結損益計算書に関する注記

５. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

(2) 当連結会計年度末の自己株式の種類及び株式数

(3) 配当に関する事項
① 配当金支払額

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

６. 金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については安全性の高い金融商品で運用し、また、短期的な運転資金は主に
銀行からの借入により調達する方針であります。なお、デリバティブ取引は行っておりません。
営業債権である受取手形・完成工事未収入金等は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスク
に関しては、信用取引管理規程に従い、信用調査資料等により取引先の信用力を適正に評価し、取引の
可否を決定しております。
投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、主に業務上の関係を有する
企業の株式であり、定期的に時価を把握することにより管理を行っております。
営業債務である支払手形・工事未払金等は、１年以内の支払期日であります。
借入金は短期借入金のみであり、営業取引に係る資金調達であります。
営業取引以外の債務である未払金は、１年以内の支払期日であります。
また、営業債務、借入金並びに営業取引以外の債務は流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなく
なるリスク）に晒されておりますが、当社グループでは、月次に資金繰表を作成するなどの方法により
管理しております。
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連結貸借対照表計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

投資有価証券
その他有価証券 147 147 ―

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 147 － － 147

  １株当たり純資産額 10,512円82銭
  １株当たり当期純利益 313円76銭

(2) 金融商品の時価等に関する事項
2023年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ
ります。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額819百万円）は、「その他有価証券」に
は含めておりません。また、現金及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものについて
は、注記を省略しております。

(3)　金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレ
ベルに分類しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定し

た時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ
ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

①　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

②　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
該当事項はありません。

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時
価をレベル１の時価に分類しております。

７. １株当たり情報に関する注記
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電気設備工事 商品販売 合計

売上高

一時点で移転される財又はサービス 5,626 8,004 13,630

一定の期間にわたり移転される財又
はサービス 19,927 － 19,927

顧客との契約から生じる収益 25,553 8,004 33,557

８. 収益認識に関する注記
(１)　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、下記に記載のとおりです。
（単位：百万円）

収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用することにより、完
全に履行義務を充足した時点で収益を認識している工事契約については、一時点で移転される財又は
サービスに含めております。

(2)　収益を理解するための基礎となる情報
連結注記表「１.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等（６）その他連
結計算書類の作成のための重要な事項　②収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているた
め、注記を省略しております。

(3)　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに
当連結会計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収
益の金額及び時期に関する情報

①契約資産及び契約負債の残高等
当社及び連結子会社の契約資産と顧客から生じた債権のそれぞれについて、他の資産と区分して

おります。顧客との契約から生じた債権については適切な科目として受取手形、電子記録債権、完
成工事未収入金、売掛金で連結貸借対照表に表示しております。また契約負債もその他の負債と区
分して、適切な科目として契約負債で連結貸借対照表に表示しております。したがいまして、契約
資産および契約負債の残高等の記載を省略しております。また、当連結会計年度において、過去の
期間に充足した履行義務から認識した収益の額は56百万円です。

②残存履行義務に配分した取引価格
当連結会計年度末における残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる

期間は、１年以内が8,656百万円、１年超が1,416百万円を見込んでおります。
なお、当初に予想される契約期間が１年以内の契約については、実務上の便法を適用し、記載を

省略しております。

(注) 本連結計算書類中の記載金額は、表示数値未満の端数を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

株主資本等変動計算書

（自　2022年 4 月 1 日
至　2023年 3 月31日）

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株 主 資

本
合 計資本準備金 その他資本

剰余金 利益準備金
その他利益剰余金

別途積立金 繰 越
利益剰余金

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
当 期 首 残 高 1,520 1,070 0 312 7,610 7,334 △65 17,782
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △389 △389

当 期 純 利 益 463 463

自 己 株 式 の 取 得 △1 △1

自 己 株 式 の 処 分 －
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － － － － 73 △1 72

当 期 末 残 高 1,520 1,070 0 312 7,610 7,408 △67 17,854

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純資産合計

その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計
百万円 百万円 百万円

当 期 首 残 高 81 81 17,863
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △389

当 期 純 利 益 463

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 －
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) △17 △17 △17

当 期 変 動 額 合 計 △17 △17 55

当 期 末 残 高 63 63 17,918
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未 成 工 事 支 出 金 個別法による原価法
商 品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿

価切下げの方法)

個別注記表

⒈ 重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法
関係会社株式及び関係会社出資金

移動平均法による原価法
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原
価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2) 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。
ただし、1998年４月１日以降取得した建物（附属設備は除く）並びに2016年４月１日以降に取
得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物・構築物　　　　３年～50年
工具器具・備品　　　２年～20年

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいておりま
す。

③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準
① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特
定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金
従業員の賞与に充てるため、賞与支給見込額を計上しております。

③ 完成工事補償引当金
完成工事に係る瑕疵担保の費用に備えるため、当事業年度の完成工事高に対する将来の見積補償額
を計上しております。

④ 工事損失引当金
当事業年度末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積ることのでき
る工事について、将来の損失に備えるため、その損失見込額を計上しております。

－ 14 －
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個別注記表

⑤ 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ
き計上しております。
退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法につ
いては、給付算定式基準によっております。
また、執行役員の退職金の支給に備えるため、当事業年度末要支給額を計上しております。

数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（10年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一
定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理し
ております。

(4) 収益及び費用の計上基準
当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益
認識会計基準」という。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第30号　2021年３月26日。以下「収益認識適用指針」という。）を適用しており、顧客との契
約について、以下の５ステップアプローチに基づき、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転
した時点で、当該財又はサービスと交換に権利を得ると見込む対価の額で収益を認識しておりま
す。

ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する
ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する

①工事契約に係る収益
　工事契約に係る収益には、主に屋内内線工事・送電線工事・発電工事等が含まれ、工事の進捗部
分については成果の確実性が認められる場合、履行義務を充足するにつれて一定の期間にわたり収
益を認識しております。また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積工事原価総額
に対する発生原価の割合（インプット法）で算出しており、履行義務の充足に係る進捗率の合理的
な見積りが出来ない工事については、原価回収基準を適用しております。なお、工期が短い営繕工
事については、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

②商品の販売に係る収益
　商品の販売に係る収益には、主に親会社三菱電機株式会社との代理店契約・特約店契約に基づ
き、同社の製造する汎用電気機器・産業用電気・電子機器・冷熱住設機器・昇降機等が含まれ、引
渡時点において顧客が当該商品に対する支配を獲得した段階で、履行義務が充足されると判断し、
当該時点で収益を認識しております。
（a）代理人取引に係る収益認識

商品販売事業における代理人取引契約に係る収益について、顧客への商品の提供における当社
の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から商品の仕入先に支払う額を
控除した純額で収益を認識しております。商品販売事業のうち口銭受領取引を代理人取引とし、
顧客に提供する前に支配しているか否かの判定は、財又はサービスの提供に対して主たる責任を
有していること、当該財又はサービスが顧客に提供される前等に在庫リスクを有していること及
び当該財又はサービスの価格設定において裁量権を有していること等の指標を考慮しておりま
す。

－ 15 －



2023/05/29 13:43:37 / 22946164_株式会社弘電社_招集通知

個別注記表

科目名 金額（百万円）

完成工事高 24,682

うち、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり認識された収益 19,485

（b）変動対価が含まれる取引に係る収益認識
商品販売事業における一部の取引高リベート並びに目標達成リベートについて、変動対価に関

する不確実性がその後に解消される際に、認識した収益の累計額の著しい減額が発生しない可能
性が高い範囲でのみ、取引価格に反映する方法で収益を認識しております。

(5) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連
結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

２. 会計上の見積りに関する注記
(1) 履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法による完成工事高の計上

①当事業年度計上額

②その他見積りの内容に関する理解に資する情報
見積りの算出方法
履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法における見積りの算出方
法は、連結注記表における「３．会計上の見積りに関する注記」の「（1）履行義務を充足する
につれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法による完成工事高の計上」と同一となりま
す。

見積りの算出に用いた仮定
工事原価総額の見積りの算出に用いた仮定は、連結注記表における「３．会計上の見積りに関する注
記」の「（1）履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法による完成工
事高の計上」と同一となります。

翌年度の計算書類に与える影響額
工事原価総額の見積りの基礎となる実行予算には、過去の類似案件の作業内容や工期等の仮定に基づ
く見積りが含まれています。さらに、実行予算の作成後も、施主や元請業者からの追加工事の依頼や
仕様変更等が多く行われること、また、他社が施工する建築・配管工事等の影響も受けることから、
契約条件及び施工内容が変更された場合、実行予算が見直されることとなります。そのため、当事業
年度末時点における契約条件及び施工内容を基に作成される工事原価総額の見積りには高い不確実性
を伴う場合があり、翌事業年度の完成工事高に影響を与える可能性があります。なお、当事業年度末
において一定の期間にわたり収益を認識する方法を採用している工事案件に係る手持工事（完成工事
高未計上部分）は11,689百万円となっております。
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科目名 金額（百万円）

工事損失引当金 279

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 1,422百万円

従業員の住宅ローンに対する保証 1百万円

(3) 関係会社に対する金銭債権 793百万円

(4) 関係会社に対する金銭債務 1,229百万円

(1) 履行義務を充足するにつれて一定の期間にわた　　 
り認識された収益

19,485百万円

売 上 高 4,850百万円
仕 入 高 5,297百万円
営業取引以外の取引高 54百万円

(3) 売上原価に含まれている工事損失引当金繰入額 279百万円

普通株式 22,051株

(2) 工事損失引当金の計上
①当事業年度計上額

②その他見積りの内容に関する理解に資する情報
見積りの算出方法
工事損失引当金の見積りの算出方法は、連結注記表における「３．会計上の見積りに関する注記」の
「（2）工事損失引当金の計上」と同一となります。

見積りの算出に用いた仮定
工事原価総額の見積りの算出に用いた仮定は、連結注記表における「３．会計上の見積りに関す
る注記」の「（2）工事損失引当金の計上」と同一となります。

翌年度の計算書類に与える影響額
工事損失引当金の算出には、工事原価総額の見積りが使用されます。工事原価総額の見積りには、
「（1）履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法による完成工事高の
計上」に記載のとおり、高い不確実性を伴う場合があり、工事原価総額の見積りの変動により当事業
年度に見積もられた工事損失引当金と乖離が生じる可能性があります。

３. 貸借対照表関係に関する注記

※有形固定資産の減価償却累計額には減損損失累計額を含めております。

(2) 保証債務

４. 損益計算書に関する注記

(2) 関係会社との取引高

５. 株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

－ 17 －
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（繰延税金資産)
賞与引当金 172百万円
未払法定福利費 25 〃
工事損失引当金 85 〃
退職給付引当金 435 〃
長期未払金 37 〃
貸倒引当金 10 〃
未払事業税 20 〃
投資有価証券評価損 46 〃
減損損失 4 〃
その他 28 〃

繰延税金資産小計 867 〃
評価性引当額 △64 〃

繰延税金資産合計 802 〃
（繰延税金負債）

前払年金費用 △377百万円
その他有価証券評価差額金 △28 〃

繰延税金負債合計 △405 〃
繰延税金資産の純額 397 〃

６. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

－ 18 －
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属 性 会社等の
名 称 住 所

資本金又は
出 資 金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
被所有割合 関係内容

取引の
内 容

取引金額
(百万円) 科 目 期末残高

(百万円)
直接 間接 役員の

兼任等
事業上
の関係

親会社 三菱電機㈱ 東京都
千代田区 175,820

電気機械
器 具 製
造・販売

％
51.2

％
―

兼任
１人

転籍
３人

電気設備工
事の受注並
びに商品の
仕 入(販 売
代理店・特
約店)

電気設備
工事の受注
(完成工事高)

4,834

電子記録
債権 212

完成工事
未収入金

485
(45)

契約資産 234
契約負債 117

資金の貸付 7,510
短期貸付金 7,510

長期貸付金 －

商品の仕入 3,549
電子記録
債務 374

買掛金 550

属 性 会社等の
名 称 住 所

資本金又は
出 資 金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
被所有割合 関係内容

取引の
内 容

取引金額
(百万円) 科 目 期末残高

(百万円)
直接 間接 役員の

兼任等
事業上
の関係

親会社の
子会社

三菱電機住
環境システ
ムズ㈱

東京都
台東区 2,627

照明電材及
び住宅設備
機器の販売

％
―

％
― なし 商品の仕入 商品の仕入 2,796

電子記録
債務 469

買掛金 315

１株当たり純資産額 10,112円29銭
１株当たり当期純利益 261円73銭

７. 関連当事者との取引に関する注記
(1) 親会社及び法人主要株主等

（注）⒈ 完成工事未収入金の（　）内は外数で、三菱電機フィナンシャルソリューションズ㈱に債権譲渡した金額で
あります。

⒉ 本表の取引金額には消費税等を含めず、期末残高には消費税等を含めております。

取引条件及び取引条件の決定方針等
① 電気設備工事の受注は、当社から見積書を提示し、請負金額を交渉の上、決定しております。
② 商品の仕入の価格その他の取引条件は、市場の実勢を参考に折衝の上、決定しております。
③ 資金の貸付は、資金の集中管理を目的とした三菱電機㈱が運営する国内グループファイナンスを

利用したものであります。
なお、貸付金の利率は、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

(2) 兄弟会社等

（注） 本表の取引金額には消費税等を含めず、期末残高には消費税等を含めております。

取引条件及び取引条件の決定方針等
商品の仕入の価格その他の取引条件は、市場の実勢を参考に折衝の上、決定しております。

８. １株当たり情報に関する注記

９. 収益認識に関する注記
連結注記表の「８．収益認識に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しておりま
す。

(注) 本計算書類中の記載金額は表示数値未満の端数を切り捨てて表示しております。

－ 19 －
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